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協同組合 関東給食会 

 

 協同組合関東給食会（平井昌一理事⾧）は 2026 年
5 月 19 日、東京・品川プリンスホテルで「第 60 回通
常総会」を開き、総会後の情報交換会には会員、賛助
会員など 96 人が出席した。 
 前期第 60 期の共同購買事業の取扱額は 59 億 8,800
万円、前期比 101.2％で着地。第 61 期は 61 億円、同
101.9％を計画する。 
 挨拶に立った平井理事⾧は、事業活動として「カン
キュー食育出張授業」企画において、ウルノ商事が J
リーグ水戸ホーリーホックとの食育プロジェクトを始動したこと等を報告した。今期
は、中込副理事⾧を中心に 60 周年記念事業実行委員会を立ち上げて記念事業の準備を
進めている。記念式典は、8 月 21 日に帝国ホテルにて開催予定。 
 
 一方、今年 4 月から始まった「学校給食費の抜本的負担軽減」については、「国が学
校給食に対して一定の支援を続けることは前進と捉えている。関係省庁からは、第一
に“保護者の負担軽減”が言われており、並列で“給食の質の向上”も求めているが、現実
には“給食の質の向上”が果たされていることはほとんど無いのではないか。ぜひとも、 
“給食の質の向上”という部分の啓発活動を積極的に行う必要がある」とした。 
 
 来賓祝辞は、中屋雄一郎東京都産業労働局農林水産部食料安全担当課⾧が行い、今
年度から「給食プロモーター」としてとの事業に参画する関給に地産地消推進に当た
って一層の協力を求めた。賛助会員代表挨拶には竹永雅彦ニチレイフーズ社⾧が立ち、
「時代の節目に当たり、学校給食の持続的な未来に向けて共に取り組んでいく」とし
た。乾杯発声は嵯峨秀夫日東ベスト社⾧が行い、「関給が次世代にしっかりとつなぐこ
と」を祈念し杯を挙げた。中締めは若手ホープの野口和海丸宮食品社⾧が行った。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    
（左から）竹永ニチレイフーズ社⾧、嵯峨日東ベスト社⾧、東京都の中屋課⾧、前田課⾧、田中代表、鈴木理事、平井理事⾧ 

関給が第 60 回総会開く 
共同購買は 1.2％増の 59 億円 

平井理事⾧ “給食の質の向上”啓発を 



スローガン「つなぐ関給」の下に積極的な活動を継続 
理事⾧ 平井 昌一 
 

 第 60 回通常総会情報交換会にご出席いただき御礼申し上げる。
まず初めに、東京都中小企業団体中央会様ご臨席の下で無事に総
会を終えたことをご報告申し上げる。 
 第 60 期〔2025 年度〕の業績は、共同購買事業取扱額 59 億 8,800
万円（前期比 101.2％）となった。利益面では、事業収益 6,250 万
円（同 76.2％）、当期利益 2,010 万円、当期利益のうち 1,980 万円
を配当として還元した。減益要因としては、25 年度にはカンボジ
ア視察等の事業を拡充したことがある。 

 
 続いて、事業活動についてご報告申し上げる。８つの部会全てで積極的に事業活動
を展開している。いくつかピックアップしてご紹介する。 
 食育推進部会（部会⾧＝加藤和彦副理事⾧）は、協賛メーカーや日本野菜ソムリエ協
会と連携する「カンキュー食育出張授業」企画を策定した。その中で茨城県では、『ウ
ルノ商事 presents 水戸ホーリーホック食育プロジェクト」を、水戸市立梅が丘小学校、
小美玉市立小川南中学校の 2 校で実施した。児童生徒はもちろん、保護者の関心も高
く、すでに第 3 回目の実施も決定している。 
 関給は「食育出張授業の実施 100 回」を目標に掲げて取組拡大を目指している。 
 また昨年 10 月には、田中延子先生（元文科省学校給食調査官）がアドバイザーを務
める F-SYS 展「企業が行う子ども達への食育～みんなで語ろう給食愛～」に、理事が
パネラーとして出席し、我々の活動を広くアピールした。 
 教育・情報研修部会（部会⾧＝野口昌孝理事）では、カンボジア視察を実施。過去最
高の 16 社 29 人が参加した。イヤーポアウ村のカンキュー学校への訪問と、健康的な
菓子を通じて子ども達の栄養改善をサポートする活動をしているノムポポーと一緒に、
サリカケオ小学校での栄養教育授業にも参加した。 
 ビジョン 2030 推進部会（部会⾧＝宇留野裕太理事）は、国内外で研修を実施すると
共に、各部会に横串を通した連携を図っている。 
 農産物部会（部会⾧＝⾧島秀和理事）は、愛媛県愛南町との「ぎょしょく教育伝道師
育成事業」を継続しており、2025 年度は 4 名が伝道師の認定を受けている。 
 商品開発部会（部会⾧＝小堺洋市理事）は、事業委員会と連動した全給協開発商品
（「すけとうだら角切」「もちクリーム」等）の拡売に努めている。 
 
 第 61 期〔2026 年度〕は、共同購買事業取扱額 61 億円（同 101.9％）、事業収益 6,300
万円を計画する。 
 今年 4 月には「学校給食費の抜本的負担軽減」が開始された。関係省庁からは、第
一に“保護者の負担軽減”が言われており、並列で“給食の質の向上”も求めているが、現
実には“給食の質の向上”が果たされていることはほとんど無いのではないか。ぜひと
も、関係省庁、関係団体が足並みを揃えて“給食の質の向上”という部分の啓発活動を積
極的に行う必要がある。我々を取り巻く環境は厳しいが、スローガン「つなぐ関給」の
下に積極的な活動を継続していく。また、ビジョン 2030「未来を担う子ども達のため
に」を掲げて、今期の事業活動を推進してまいりたい。 



 終わりに、関給は当年、設立 60 周年を迎えた。中込副理事⾧を実行委員⾧として、
60 周年記念事業実行委員会を立ち上げて準備を進めている。また野口理事を中心に、
関東給食会と業界の変遷をまとめた「業界の歴史」を冊子にし、次の世代に歴史を絶や
すことなくつなげていく。記念式典は、8 月 21 日に帝国ホテルにて開催する。皆様に
はぜひご参会いただくようお願い申し上げる。 
 
【来賓祝辞】中屋雄一郎東京都産業労働局農林水産部食料安全担当課⾧ 
地産地消の一層の充実を 
 
 日頃より、東京都の農林水産物の学校給食への供給をはじめ、食育や地産地消の推
進など、東京都の農林水産施策に格別のご理解ご協力と、安全・安心・高品質な食品の
安定的な提供に日々ご尽力されていることに、改めて深く敬意を表する。 
 東京都では食育の推進と地産地消の一層の充実に向けて、学校給食等における東京
産農産物の活用促進や、関係機会の提供などに取り組んでいる。関東給食会様には、学
校給食における地場産物活用の普及啓発として実施している「給食プロモーター」事
業にもご協力をいただいているところである。引き続きご協力をお願いしたい。 
 
【賛助会員代表】竹永雅彦ニチレイフーズ社⾧ 
学校給食の持続的な未来へ 
 
 関東給食会の記念すべき第 60 回総会並びに情報交換会が盛大に開催されたことを
心よりお祝い申し上げる。 
 食品業界、また学校給食を取り巻く環境は引き続き予断を許さない環境にあるもの
と認識している。その様な中、本年 4 月より、「学校給食費の抜本的な負担軽減」がス
タートした。制度の円滑な定着、そして持続可能な運営に向けて、行政のみならず私ど
も学校給食を支える関係事業者 1 社 1 社の責任と役割はこれまで以上に重要になる。 
 時代の節目の中、関東給食会様は本年、創立 60 周年という大きな節目を迎え、8 月
には記念式典を開催される。関東給食会様が「つなぐ関給」をスローガンに掲げ、安全
安心を最優先に⾧きにわたり学校給食をさせる食材の安定供給と、食育支援の充実に
取り組んできたあゆみとその功績は誠に意義深く、正に社会的使命を体現するもので
あると、心より敬意を表する。 
 
【乾杯発声】嵯峨秀夫日東ベスト社⾧ 
きちんと次の世代に伝えていくしかない 
 
 関東給食会第 60 回総会の開催、誠におめでとうございます。今年は創立 60 周年を
迎えられ、記念事業の開催と、組合の歴史と変遷をまとめた記念誌の発行を予定され
ているとのことである。次の世代経営者達が、これからの時代を作る礎とする意味で、
事業に取り組まれると聞いている。 
 “失われた 30 年”に、世界で一番人件費が上がらなかった国・日本。この日本という
国がこれからどうなっていくのか不安に思うこともあるが、次世代経営者がこれから
の日本を作るには、やはり今まで我々が取り組んできたこと、関給が取り組んできた
ことを、きちんと次の世代に伝えていくしかない、と思っている。 



 60 周年記念事業では、業務用給食業界の歴史と変遷を次の世代にしっかり伝え、「つ
なぐ関給」が将来の給食事業の発展に大きく貢献することを祈念する。 
 
 

 
【中締め】若手経営者代表 野口和海丸宮食品社⾧ 
少年野球のキャッチャーと掛けて 

 
 中締めのご挨拶を申し上げる。情報交換会にこれだけ多くの皆様に
ご出席いただき感謝申し上げる。関給は 60 周年、私は 39 歳だが、時
代は変わるなと思ったことがある。小学校 6 年生の息子がおり野球が
大好きでキャッチャーをしている。少年野球では身体の成⾧を妨げな
いようストレートしか投げさせないそうで、それはそれでリードが大
変だと言っている。カーブの投げ方は YouTube を見て研究しており、
便利になったなと感じる次第だ。 

 便利と言えば、新入社員に今年開催する展示会のチラシ作成を依頼したところ、生成
AI を使って手際よく質の高いものを仕上げてくれた。しかし、失敗も含めて自分の頭
で考えながら成⾧させていかなければならないだろうと感じた次第だ。 
 結びに当たり、加藤副理事⾧から頂いた「何事も挑戦が大事だ」という言葉に則っ
て、謎掛けに挑戦する。 
 ストレートしか投げない少年野球のキャッチャーと掛けて、給食の今後の展望と解
く。その心は、「かんきゅう」の役割が重要でしょう。日本の給食の更なる発展を記念
する。 
 
 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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